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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年７月２９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員行方不明 

発生日時 不明（令和７年７月２４日 ０３時２０分頃～１５時頃の間） 

発生場所 不明（新潟県佐渡市両津漁港南東方沖の佐渡海峡） 

事故の概要  漁船第三甚
じん

徳
とく

丸の船長は、刺し網漁の目的で出港した後、落水して

行方不明となった。 

事故調査の経過 令和７年９月３日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で行方不明となったた

め、行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

漁船 第三甚徳丸、８.３トン 

ＮＧ２－１６４０（漁船登録番号）、個人所有 

１１.５２ｍ（Lr）×３.１０ｍ×１.０５ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、３０２kＷ、昭和５２年５月 

第２２０－２５４０１号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 ７６歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日  昭和５２年６月２日 

免許証交付日 令和６年７月８日 

        （令和１２年１月１７日まで有効） 

 死傷者等 行方不明 １人（船長） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、視界 良好 

本船発見場所の東方約２.５海里（Ｍ）に位置する新潟地方気象台

における令和７年７月２４日の観測値によれば、平均風速は２.０m/s、

最大風速は４.９m/s であった。 

海象：海上 平穏  

７月２４日の全国港湾海洋波浪情報網（ナウファス）によれば、新

潟沖（本船発見場所の北東方約１０.２Ｍ）の波浪観測値は、平均有

義波高は０.２３ｍで、最大有義波高は０.３５ｍであった。 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、刺し網漁の目的で、令和７年７月

２４日０３時２０分頃に両津漁港の係留地を出港した。 

新潟県新潟市上新栄町の海岸付近で遊泳していた者（以下「遊泳
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者」という。）は、１５時頃、海岸近くの消波ブロックの沖側に船首

をほぼ北東方に向け漂着している本船を目撃した。 

遊泳者は、帰宅時に再度消波ブロック付近を見たところ、本船は移

動しておらず、また、傾いた状態であったことから不審に思い、１８

時３０分頃に１１８番通報を行った。 

海上保安庁は、付近海上及び本船の船内を捜索したものの、乗組員

を発見できなかった。 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 漂着した本船の状況 

 

本船が所属する漁業協同組合の担当者は、海上保安庁から本船が無

人の状態で新潟市内の海岸に漂着している旨の連絡を受け、安否確認

のために船長の自宅に向かったが返答がなかった。そこで、両津漁港

に出向いたところ、船長の自家用車が岸壁に残されたままであること

を確認した。 

その後、巡視船、僚船等によって捜索が行われたが、船長は発見さ

れなかった。 

捜索に当たっていた僚船は、本船発見場所の西方１２.６Ｍ付近

で、本船が設置していた刺し網等の漁具を回収した。 

本船は、後日、漁業協同組合が手配したクレーン台船によって引き

出され、新潟県新潟港東区の船揚場に陸揚げされた。 

船長は、行方不明のままとなっている。 

（図１ 参照） 
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 その他の事項 (1) 本船の目撃情報及び発見時の状況について 

① 目撃情報について  

出港してから遊泳者に発見されるまで、本船を目撃した者は

いなかった。 

② 発見時の状況について 

海上保安庁によれば、次のとおりであった。 

・船体に他船との衝突痕はなかった。 

・主機は運転中であった。 

・スロットルレバーが微速力前進の位置であった。 

・船尾甲板から刺し網の一部が海中に延びていた。 

・船長の携帯電話が船内に残されていた。 

(2) 刺し網の設置作業及び設置状況について 

僚船船長によれば、次のとおりであった。 

① 設置作業について  

・投入箇所を示すボンデン、瀬縄、重りを投入し、船体を微速

力前進で動かしながら船尾甲板から刺し網を投網した後、他

端に重り、瀬縄、ボンデンを投入するもので、設置作業は約

２０分であった。 

・本船の刺し網は、長さ約２７ｍ、幅約４～５ｍの網を１反と

して約６０反つないでいた。 

（図２ 参照） 

佐渡島 

佐 渡 海 峡 

本船の刺し網の設置場所 

本船の出港場所 

本船の発見場所 

新潟県新潟市 

両
津
湾 

新潟県佐渡市 

図１ 事故発生場所概略図 
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・刺し網の投網時に網に触れると海中に引きずり込まれる危険

があり、注意を要する作業であった。 

② 設置状況について 

・本事故時、本船の刺し網は、西側から東側に向かって５７～

５８反設置されていた。 

(3) 救命胴衣について 

① 着用状況について 

漁業協同組合の担当者によれば、船長はふだんから救命胴衣

を着用していなかった。 

  ②  関係法令について 

船舶職員及び小型船舶操縦者法（昭和２６年法律第１４９

号）及び同法施行規則（昭和２６年運輸省令第９１号）には、

航行中の小型漁船に１人で乗船して漁ろうに従事している場合、

乗船者は救命胴衣を着用することが規定されている。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

 船長は、行方不明となった。 

船長は、０３時２０分頃に両津漁港を出港した後、１５時頃に新潟

市上新栄町の海岸付近において、本船が無人の状態で漂着していると

ころを発見されたことから、この間において落水したものと考えられ

る。 

船長は、次のことから、刺し網の投網中に漁具に体が触れるなどし

て落水した可能性があると考えられるが、目撃者がおらず、船長が行

方不明となっており、客観的情報も得られなかったことから、落水に

至った状況を明らかにすることはできなかった。 

(1) 本船の船体に他船との衝突痕はなかった。 

(2) 主機は運転中で、スロットルレバーが微速力前進の位置であっ

た。 

海面 ボンデン 

瀬縄 

重り 

刺し網 

図２ 刺し網の設置状況概略図 
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(3) 本船の船尾甲板から刺し網の一部が海中に延びていて、設置作

業が終了していなかった。 

原因 本事故は、本船が刺し網漁の目的で出港した後、船長が落水したこ

とにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 

 

今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・小型漁船の乗組員は、海中に漁具を投入する際、体が漁具と共に

引き込まれないよう、足元に注意したり、みだりに漁具に触れた

りしないようにして作業を行うこと。 

・小型漁船に１人で乗り組む船長は、操業中、救命胴衣を着用する

こと。 

・小型漁船に１人で乗り組む船長は、落水等の緊急時の連絡手段と

して、防水型の携帯電話又は防水パックに入れた携帯電話を常に

身に着けておくこと。 

 


